
境
域
ア
ジ
ア
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
地
域
間
比
較
研
究
の
試
み
と
し
て

《
研
究
代
表
者
》
松
本

《
研
究
期
間
》
平
成
一
九
年
七
月
1
平
成
二

O
年
一
一
一
月

(
社
会
学
部
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

《
研
究
分
担
者
》
植
野

誠弘
子
(
社
会
学
部
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

山
本
須
美
子
(
社
会
学
部
准
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

正
夫
(
社
会
学
部
准
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

一
史
(
社
会
学
部
准
教
授
/
ア
ジ
ア
丈
化
研
究
所
研
究
員
)

武
秀
(
法
学
部
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

佑
典
(
文
学
部
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)

小
林

長
i幸

後
藤

比
嘉

金

東
光
(
釜
山
大
学
校
教
育
学
科
・
契
約
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化

研
究
所
客
員
研
究
員
)

《
研
究
目
的
》
冷
戦
体
制
の
崩
壊
後
、

一
九
九

0
年
代
以
降
の
ア
ジ
ア
各
地
の
社
会
変

容
を
特
徴
づ
け
る
現
象
の
一
つ
は
、
グ
ロ

1
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
と
総
称
さ
れ
る
人
・
物
・

情
報
の
地
球
規
模
で
の
流
動
化
に
と
も
な
う
、
国
家
に
規
定
さ
れ
た
政
治
的
境
界
を
跨

ぐ
共
同
体
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
増
大
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ

聞
に
生
成
す
る
こ
と
が
多
く
、

れ
る
の
は
、
家
族
や
民
族
、
在
地
の
宗
教
共
同
体
の
よ
う
な
、
従
来
、
限
定
さ
れ
た
空

一
つ
の
国
家
の
枠
内
に
収
飲
す
る
こ
と
が
自
明
視
さ
れ

て
き
た
共
同
体
で
さ
え
も
、
し
ば
し
ば
異
な
る
国
家
に
属
す
る
成
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

こ
と
で
あ
る
。

れ
、
そ
れ
ゆ
え
必
然
的
に
複
数
の
国
家
に
跨
る
関
係
を
内
包
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

科
学
研
究
費
等
の
獲
得
を
前
提
と
し
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
長
期
的
目
標
は
、
東
ア

ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
そ
れ
ぞ
れ
の
境
域
|
主
に
国
境
地
域
に
位
置
す
る
地
理
的
・
政
治

的
周
縁
|
に
お
け
る
、
家
族
、
民
族
、
宗
教
共
同
体
の
コ
一
つ
の
レ
ベ
ル
の
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ヨ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
成
・
再
編
の
歴
史
過
程
な
ら
び
に
そ
の
制
度
的
背
景

を
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
国
民
国
家
の
枠
組
み
が
ほ
ぼ
現
在
の
も
の
に
な
っ
た
一

九
六
0
年
代
か
ら
現
在
ま
で
の
五

O
年
ほ
ど
の
時
間
幅
で
比
較
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
目
標
の
も
と
、
具
体
的
に
は
下
記
の
四
つ
の
研
究
課
題
群
を
明
ら
か
に
す
る
。

川
〔
制
度
的
背
景
〕

日
本
、
韓
国
、
台
湾
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
け
る
国
籍
・
市
民
権
、
住
民
登
録
、
出
入
国
管
理

に
関
す
る
制
度
・
政
策
と
そ
の
歴
史
的
変
遷

同
〔
家

族

異
な
る
国
家
に
生
活
基
盤
を
持
つ
成
員
か
ら
な
る
家
族
に
お
け

る
成
員
個
人
の
越
境
の
実
践
と
生
活
史

同
〔
民

族

複
数
の
国
家
に
ま
た
が
る
民
族
・
準
民
族
集
団
に
お
け
る
コ
レ

ク
テ
イ
ブ
な
越
境
の
実
践
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
の
過
程

同
〔
宗
教
共
同
体
〕

在
地
の
宗
教
共
同
体
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
と
宗
教
実
践

の
変
容

今
年
度
は
、
こ
の
長
期
的
目
標
を
念
頭
に
お
き
、

(
1
)
各
メ
ン
バ
ー
が
役
割
分
担

に
従
っ
て
調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
、

(
2
)
将
来
の
海
外
連
携
調
査
に
お
い
て
中
心

的
な
共
同
研
究
者
と
な
る
予
定
の
外
国
人
研
究
者
二
名
韓
国
の
金
東
光
(
ア
ジ
ア
文

化
研
究
所
客
員
研
究
員
)
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ
ユ
ナ
エ
ナ
・
ス
レ
ハ
ン

(
マ
レ
ー
シ
ア

国
民
大
学
人
文
社
会
科
学
部
・
准
教
授
)
を
本
学
に
招
聴
し
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ヨ
ナ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
地
域
間
比
較
研
究
構
築
に
向
け
た
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

六
九



念日》円。出
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同
，
円
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口
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t
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g
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E
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吉
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ω
E
E
2
3
(
公
開
)
を

開
催
す
る
こ
と
、

(
3
)
同
時
に
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
可
能
性
を
検
討
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
・
運
営
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
方
針
・
計
画
を
策
定
す
る
こ

と、

(
4
)
前
記
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
プ
ロ
シ

l
デ
イ
ン
グ
ス

(
報
告
書
)
を
出

版
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
予
算
は
主
に

(
2
)
1
(
4
)
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
。

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
二

O
O七
年
一
一
月
一
一
一
一
一

1
二
四
日
に
本
学
で
開
催
し
た
。

な
お
金
と
ジ
ユ
ナ
エ
ナ
は
、
科
学
研
究
費
採
択
時
に
は
、
研
究
協
力
者
と
し
て
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
。

《
研
究
経
過
》

こ
の
日
付
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
案
に
対
す
る
採
択
通

平
成
一
九
年
六
月
一
一
一
日

知
を
受
け
る
。

六
月
二
八
日

七
月
二
六
日

一
O
月
九
日

な
お
、
こ
れ
に
先
行
し
て
、
平
成
一
八
年
七
月
一
八
日
に
研
究
所

内
に
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
班
」
名
乗
り

に
つ
い
て
最
初
の
打
合
わ
せ
会
を
持
つ
。
同
年
一

O
月
二
日
、
科
研

費
申
請
に
関
し
会
合
。
同
年
一
一
月
二

O
目
、
白
山
人
類
学
研
究
会

で
松
本
誠
一
が
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
(
跨
境
家

族
)
小
考
|
海
外
韓
人
の
事
例
な
ど
か
ら
」
を
報
告
。

研
究
計
画
を
実
行
に
移
す
た
め
、
研
究
計
画
調
書
を
提
出
。

調
書
の
承
認
を
受
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、

研
究
計
画
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
役
割
分
担
等
を
協
議
す
る
。

プ
レ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

一
一
月
に
予
定
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
、
予
算
執
行
計
画
の
細
部
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

三一七
O

一
一
月
二
三
日

後
藤
武
秀
研
究
員
が
「
越
境
す
る
台
湾
人
」
を
報
告
。
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民
〈

m
〉
吋
何
回

ω
E
E
2
3
(
「
ア
ジ
ア
境
域
に
お
け
る
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
予
備
的
比
較
研
究
」
、
発
表
は

一
一
月
二
四
日

英
語
に
よ
る
)
(
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
掲
)

研
究
班
会
議
。

(
1
)
前
日
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
反

省
、
評
価
。

(
2
)
英
文
プ
ロ
シ

l
デ
イ
ン
グ
ス
編
集
・
印
刷
の
打

ち
合
わ
せ
。

(
3
)
今
後
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

23日午前の報告者打合せ会

国際シンポジウム後に



《
次
年
度
以
降
の
研
究
継
続
に
向
け
て
》

幸
い
今
年
度
後
半
期
の
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
て
、
共
同
研
究
の
端
緒

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
次
年
度
以
降
も
継
続
す
る
機
会
が
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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Date: November 23， 2007 
Venue: Sky hall， 16th Floor， Building No.2， Hakusan Campus， Toyo University 
Organizer: Asian Cultures Research Institute (ACRI)， Toyo University 

PROGRAMME 
12.30・12:50Registration of Participants. 
12:50-13:00 Welcoming Remarks. Prof. YOKOKAWA 

Research Institute町

Sin， Director， Asian Cultures 

Opening Address. Prof. HIGA Yuten， Head， 
Studies， Toyo University. 

Center for Asian Area 

13:00・13:10Introduction Assoc. Prof. Dr. NAGATSU Kazufumi 
Sociology， Toyo University. 

Faculty of 

Session 1: Perspectives from Southeast Asia. 
Moderator: Assoc. Prof. KOBAYASHI Masao 

Faculty of Sociology， Toyo University. 

13:10-13・40Exchange and Reciprocity among Homo Mobilitas: A View From a Samar 
Village， Philippines. Dr. HOSODA Naomi， Research Fellow， Center for 

Integrated Area Studies， Kyoto University且

13圃40・14:1 0 Communities at the Edge: Pulau Banggi in Transition 
Assoc. Prof. Dr. JUNAENAH Sulehan， Faculty 
Social Sciences and Humanities， Universiti 
Kebangsaan Malaysia目

of 

14:10・14:40Living on the Border: Mobility and Networks of the Sama-Bajau in the Sulu聞

Assoc. Prof. Dr. NAGATSU Kazufumi Makassar Sea目

14:40-14:50 Coffee Break. 
Session 2・Perspectivesfrom East Asia 

Moderator: Prof. HIGA Yuten 
14:50-15:20 An Impo同ant Factor to Support East Asian Economical 

Transnational Movements to Mainland China. 
Circle: Taiwanese 

Prof. GOTO Takehide， Faculty of Law， Toyo University. 
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Prof. MATSUMOTO Seiichi， Faculty of Sociology， 
Toyo University 

15:50・16:20A Korean Christian Mission in Southeast Asia: Building a Model of Transnational 

16・20帽 16・30

16:30-16:50 

Discussion 
16:50・17:20

Community. Prof. Dr. KIM Dong-Kwang， Depa吋mentof Education， 

Pusan National University， South Korea. 
Coffee Break 
Comments Prof. Dr. UENO Hiroko， Faculty of Sociology， Toyo 

University 

Moderator: Assoc. Prof. KOBAYASHI Masao 
Comparative Perspectives on Transnational Communities in Asian Peripheries. 

17:20-17:30 Closing Remarks Prof. MATSUMOTO Seiichi 

Organizing Comittee， Asian Cultures Research Institute (ACRI)， Toyo University 

* The workshop is organized with a fund granted by Toyo University. 
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